
　　　　 第１号様式（第７条関係）

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

3年間の平均で実排出量で4.1%削減、原単位排出量で8.19%削減と
なり、目標である3%以上の削減を達成。
定期的な設備投資を継続しつつ、エネルギーマネジメントの徹底
を図った結果であり、今後とも継続的にこのマネジメントシステ
ムを継続する。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

夏の計画停電の可能性を踏まえ、前年実施のプログラムを基に、
より細かいエネルギー管理体制を６月末までに整理。計画停電の
可能性に備え、実施時の店舗対応を確認。
室内の温度計に関してより細かなコントロールを実施することを
目的にその数を増強。

環境マネジメントシステム導入報告書

（ 宛 先 ） 京 都 市 長

報告者の住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）
東京都新宿区西新宿六丁目５番１号

適 用 範 囲

　　　　　　　　 　　　　　　平成 26年 10月 8日

ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伏見桃山店を含む52店舗

基 本 方 針

認 証 番 号

目標は各店舗ごとに独自に設定されます。
昨年の過剰な省エネ対策の影響を反省し、空調温度基準を２８℃とする
以外の数値目標を設定しません。
店舗ではユーテリティー診断ツール、ユーセージコンパリソン、ファイ
ヤーアップスケジュール、エネルギーツアーなどのツールを使い対策の
方向性を検討します。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

・機器のON/OFF管理（計画されたON/OFFｽｹｼﾞｭｰﾙで実行）
・エアコンコントロール（室内の要所ごとに温度計を設置するようにし、
　　　　　　　　　　　　木目の細かい温度管理を実行する）
・コンデンサー清掃（冷却ﾕﾆｯﾄのｺﾝﾃﾞﾝｻｰ清掃、冷却効果効率化）
・ユーティリティーインベントリー
　（ｴﾈﾙｷﾞｰ使用状況の確認 → ﾕｰｾｰｼﾞｺﾝﾊﾟﾘｿﾝでの評価）
・プランドメンテナンス（ｽｹｼﾞｭｰﾙ化された通常ﾒﾝﾃﾅﾝｽの実行）

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称 独自システム(ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ）

報告者の氏名（法人にあっては，名称及び代表者名）
日本マクドナルド株式会社
代表取締役　サラ・エル・カサノバ

　京都市地球温暖化対策条例第２２条第２項の規定により報告します。

－

導 入 年 月 日 　　　　　　　　　　　平成23年 6月 1日　　　　　　　　　　　　　　　　 　

注　認証番号の欄は，導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

・気候変動の緩和に向けて、エネルギー資源の効率的な使用を行なう。
・循環型社会構築を求めて、資源の有効活用と再生利用の推進を図る。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

店舗運営上の各種法令に関しては準じて遵守しています。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

店舗ではユーセージコンパリソンを使って使用状況を確認、使用目標に
対する評価を行い、そのフィードバックを次のアクションに反映。


